
研究の概要



１ 研究主題



令和４年度，5年度→スクールタクト（授業支援アプリケーション）

令和５年度3月，６年度

学習の主体者として
能動的に学び続ける児童の育成

Google
ワークスペース

複線型授業

研究主題

「主体的に考え、豊かに表現する児童の育成」
〜ICT機器を利活用した授業デザインを通して〜



２ 研究内容



問題解決型・課題追究型 授業 デザイン

A

課題の設定

B

情報の収集

C

整理・分析

D

まとめ・表現
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問題解決型・課題追究型 授業 デザイン



４つのサイクル掲示物

で探究

で探究



A
課題の設定

教材教具・事象との出会い

⇒一人一人が「問い」と「課題」をもつ

「知りたい」
「調べたい」
「確かめたい」

B 情報の収集 へ

つまずき「分からない」
確かめ「他の人は？」

協働的な学び

ICT機器の利活用

つまずきの解消「分かった！」
確かめ「なるほど！」

B 情報の収集 へ



問題解決型・課題追究型 授業 の指導

A
課題の設定

教材教具・事象との出会い

⇒一人一人が課題「問い」と「課題」をもつ。

指導の観点

〇 「～について読み取ろう」「～について考えよう」「～について調べよう」と
いう「呼びかけ目標」・「行動目標」にしない。

〇一人一人が自分事として捉える。子供が考える必然性をもち、学
習意欲を高めるための「問い」を引き出す。
「なぜ～なのだろうか」「どのように～だろうか」という疑問形



学習の記録（スプレッドシート）



B
情報の収集

「問い」の解決のため、調べる・考える

⇒調べたり考えたりしたことを書き出す

協働的な学び ICT機器の利活用

表にして・・スプレッドシート
付箋にして・・Figjam
プレゼンのページにして・・スライド

他者参照
・他の人の新しい情報（調べたこと
考えたこと）を知り参考にする。

・自分のものを確かめる



「問い」の解決のため、調べる・考える
⇒調べたり考えたりしたことを書き出す



「問い」の解決のため、調べる・考える
⇒調べたり考えたりしたことを書き出す



集めた情報を共有している様子



「問い」の解決のため、調べる・考える
⇒調べたり考えたりしたことを書き出す



C
整理・分析

書き出した調べたこと・考えたことを整理・分析する

協働的な学び ICT機器の利活用

表にして・・スプレッドシート
付箋の整理・分類・・Figjam
プレゼンのページにして・・スライド

他者参照
・他の人の新しい整理・分析の仕方を知り参
考にする。

思考ツールの活用



・付箋を４つに分類 ・クラゲチャートで共通項を抽出

・ベン図で分類



FigJamを使った
情報収集・整理分析（共同編集）



デジタル教科書（マイ黒板）



問題解決型・課題追究型 授業 の指導

B
情報の収集

〇児童のリアルタイムの学習状況を把握する。
〇他者参照をさせる声かけを丁寧にしていく。
「〇〇さんのが参考になるよ」

〇他者参照できる学級文化・雰囲気を醸成する。
⇒「必要ならば離席してもよい」「なりたい子とグループになってよい」
「良い例を真似してもよい」

〇学習を活性化させる声かけ

C
整理・分析

D
まとめ・発表



教師の声かけが
児童の協働学習
を促す。

学びが深まる



児童の学習状況を
リアルタイムで把握

・児童の言葉を拾う
・児童をサポート

学習の記録（スプレッドシート）



D
まとめ・発表

学習課題のまとめを文章化する

伝えるための成果物を作成する

協働的な学び ICT機器の利活用

表にして・・スプレッドシート
プレゼンのページにして・・スライド
ドキュメント・・文章化

他者参照
・他の人の新しい考えの内容・まとめ方を知り
参考にする。



学習の記録（スプレッドシート）



振り返りの視点



デジタル新聞（スライド）



デジタル新聞一覧（スライド）



学習の流れを児童が理解している
（学習過程のマネジメント）

学習状況をリアルタイムで共有している
（情報の共有ツールの利用・協働化へ）

学習形態・手段を自由に選択している
（個別最適な学び）

授業改善 の
３つのフレーム
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学習の流れ（スライド）



評価（スライド）





タイムマネジメント



タイムマネジメント



学習の流れを児童が理解している
（学習過程のマネジメント）

学習状況をリアルタイムで共有している
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学習の流れを児童が理解している
（学習過程のマネジメント）

学習状況をリアルタイムで共有している
（情報の共有ツールの利用・協働化へ）
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３つのフレーム



低学年
中学年



高学年
中学年



３ 成果と課題



成果（児童の変容）

○児童が自ら見通しをもって学習に取り組めるようになった。

○学習状況に合わせて、児童が必要に応じて学び合う場面が
増えた。

安心感 自尊心の高まり 新しい考えの創造

→一斉型の授業よりも…

学習の理解度の深まり 知識の定着



課題

▲学び合いの場面に応じた児童の関係づくり

▲学びたくなるような課題設定




